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大桑村教育委員会９月定例会 会議録 

 

開催日時  令和５年９月 20 日（水）午前 9時 28 分から午前 10 時 36 分まで 

 

開催場所  特別会議室 

 

出 席 者  教  育  長 野知里 浩寿  教育長職務代理者 白木  正 

      教 育 委 員 水口 泰治   教 育 委 員 山本 由幸 

      教 育 委 員 尾上 友理   教 育 次 長 輿野  敦 

           

傍 聴 者  なし 

 

会議日程 

１．開会 

 

２．挨拶 

 

３．報告 

  ・８/26（土）大桑村の明日を語る集い 

・８/29（火）木曽郡町村教育委員会連絡協議会 

・９/６（水）中信教育事務所長・主幹指導主事学校訪問 

・９/14（木）、15（金）大桑村議会９月定例会 

・９/16（土）県立歴史館出前講座 

 

   

４．議題 

１）令和６年度使用小学校教科用図書の採用について 

    

２）共催について 

 ・第３８回 森の里の秋まつり 

      

３）後援について 

 ・第７回 木曽地域ボーダレスアート展 

 

４）その他 

  

 

５．今後の日程について 

  ・９/27（水）木曽郡町村教育委員会連絡協議会（木曽合庁） 
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・９/29（金）・９/30（土）中学校桑華祭 

・10/14（土）保育園運動会 

・10/20（金）小学校音楽会 

・10/27（金）長野県市町村教育委員会研修総会（松本市） 

 

６．小学校授業参観 

 

７．次回教育委員会開催日時 令和５年 10 月 18 日（水）９:３０～  

 

８．閉 会 

 

教育長   ９月の定例会を始めさせていただきます。よろしくお願いします。

今日から彼岸の入りということです。昨夜多少雨が降ったのでいいか

なと思いましたが、予報ではしばらく暑い日が続くそうであります。

先月は、大桑村でもほぼ毎日３０度を越え、過去にない記録になるそ

うです。今後まだ暑い日が続きますけど、世界的な異常気象というこ

とで、地球がどうなっていくか大変心配なところはあるわけですけど

も、体には十分気を付けていただきたいと思います。コロナの関係で

すが、５類になってから感染者が増加傾向にありましたが、ようやく

先週比で減少になってきたところです。ただ、身近なところでも陽性

者が出ているところでありますので、引き続き注意をしていきたいと

思います。併せて、季節外れのインフルエンザが流行って増加傾向に

あるそうです。これについても気を付けていきたいと思いますが、保

育園でも夏休み明けから休む子が多いようで、日々、20 人ぐらいづつ

休んでいるようです。発熱・くしゃみ・鼻水など、予防を兼ねて休ん

でいる子が多いようです。この辺も注意していきたいと思います。そ

れでは、次第に沿って進めていきますのでよろしくお願いします。 

 

教育長   先ず、報告の関係です。 

・８/26（土）大桑村の明日を語る集い 

 ４年ぶりの開催、「桑」をテーマに行った。 

・８/29（火）木曽郡町村教育委員会連絡協議会 

・９/６（水）中信教育事務所長・主幹指導主事学校訪問 

・９/14（木）、15（金）大桑村議会９月定例会 

  教育委員の同意案件、山本先生の後任に松尾先生が全員賛成で承認さ

れました。 

・９/16（土）県立歴史館出前講座 

以上、報告ですが、皆さんからあればお願いします。 
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山本委員  「明日を語る集い」の「桑」の関係ですが、いろいろな意見が出た中、

具体的になっていくための手順とかあるんでしょうか。 

教育長   これまでは、その場限りで終わってしまうことが多かったわけですが、

今回は、いろんなご意見が出ましたので、担当の方で集約して、どうし

ていくのか検討したいと思います。 

 

山本委員  クッキーの話もあって、桑が不足しているとの話もありましたので、

桑畑として活用できる場所もありますので、具体的な話にになれば提案

させていただこうとも考えています。 

 

教育長   パティシエとの調整もいると思います。パウダーを作るのに人手がい

るような話もありましたので、個々に調整していきたいと思います。数

をこなせるようになるといいかなと思います。 

 

山本委員  今後、進行具合を教えていただければと思います。 

 

教育長   それでは、議題に入ります。（１）令和６年度使用小学校教科用図書 

の採用についてということですが、木曽地区教科用図書採択研究協議

会が６月頃から開催されておりまして、その中で検討されて教科書が

決まってきております。令和６年度以降５年間、小学校で使う教科書

です。目録をつけてありますが、各教科とも前回と同じ業者を採用し

ていきたいということなので、ご承知おき頂きたいと思います。６月、

７月に協議会を行いましたが、県からの目録が来るのが今になったと

いうことで郡の教育委員会連絡協議会から先日、送付されましたので

今回、議題として挙げましたのでよろしくお願いします。何か質問等

あればお願いします。来年は、中学校の教科書を決めていきたいとい

うことなのでご承知おきください。 

 

全委員   異議なし。 

 

教育長   （２）共催について「第 38 回森の里の秋まつり」ということです。

資料をつけてありますが、コロナ禍で３年間行っていませんでしたが、

４年ぶりの開催ということであります。日時は、10 月 14 日（土）ほぼ

午後開催ということです。開催要項のとおりですが、メインのステージ

は、歴史民俗資料館の軒のあるところを活用するということです。開会

式は 12 時からですが、先だって 45 団体の出展については、11 時から

販売を開始するということです。今回も 18 時から 18 時 20 分に花火を

打ち上げますが、物産の販売については花火終了後、19 時まで行うと

いうことです。ステージイベントは、大桑小・中、青峰高校・蘇南高校
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とコールマルベリーがそれぞれステージイベントを行うということで

す。併せて、村の駅伝大会も行うということです。13 時スタートでス

ポーツ公園の外周を使って駅伝を行います。また、常設イベントとして

文化財及び生涯学習作品展を歴史民俗資料館の中で14日から22日まで

行うということです。内容は以上でありますが、質問等あればお願いし

ます。コロナ明けで４年ぶりの開催ということで、ステージイベントに

は、重点を置かないようにやりたいということなので、場所などもそう

いった設定になっているようです。今回の状況を見て、次から検討され

るようですが、今年は、このような形で開催するということです。特に

質問等よろしいですか。 

 

全委員   質問等なし。 

 

教育長   無いようでしたら、承認ということでお願いします。 

      

教育長   （３）後援についてということで、「第７回 木曽地域ボーダレスア

ート展」ということです。申請があったのは、特定非営利活動法人上松

町こども未来会議ということです。場所は、上松町ひのきの里総合文化

センターの１階ホールということです。開催期間が 10 月 20 日（金）か

ら 22 日（日）までということです。内容につきましては、郡内の養護

学校、小学校支援クラスの子供達と福祉施設利用者等による創作活動の

発表展示ということだそうです。今回、第７回ということでありますが、

大桑村教育委員会に後援依頼が来たのは、今回が初めてです。質問等あ

れば。 

 

全委員   質問等なし。 

 

教育長   承認ということでよろしくお願いします。 

 

教育長   （４）その他の関係ですが、前回もお願いしましたが、教育総合会議

の議題について、何かありますでしょうか。 

 

水口委員  何か、教育長に案はございますか。 

 

教育長   案はないですが、皆さんから意見がなければこちらで決めていきたい

と思いますが。 

 

尾上委員  県市町村教委の分散会でも「18 歳まで切れ目のない子育て支援」が 

テーマとなっている。どこの地区でも考えていかないといけないこと
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なのかと思っていて、大桑でも見守っていかなければいけない子供た

ちがすごくいるんだと去年の会議で分かったところです。切れ目のな

い支援にどんなことが課題か、不登校の子供が多い時期もあったが、

今は、少なくなってきたためそれだけ手が入ってきていると感じてい

て、一人一人の進める道ができていると思っていて、専門の先生から

支援が受けられているのは分かるんですけど、中には、支援の手があ

っても親の気持ちなのか、子供の気持ちなのか、支援が入らない場合

があったり、中学校までは先生や学校が身近だから手が入りやすいと

思うんですが、高校は義務教育が終わってしまうと途端に支援の手が

入りにくくなってしまうのかなと思っていて、親の立場として、中学

までは学校に行けてたのに高校になって行けなくなった場合にどこに

相談するんだろうと迷うところかと思う。今は、ほっとステップがあ

って、そこに相談したら他につながり良い方向に持っていけるのか親

だったら不安に思う部分はある。通信制の高校に通っていて、単位の

取得で苦労している学生へほっとステップを通じて支援に結びついて

いる例もあるようなので手厚い支援も感じています。ただ、他にどん

な子がどんな風に困って、課題は何があるのかと感じているところで

す。 

 

教育長   去年の会議でも不登校や子育て世代包括支援センターの話はさせて 

いただきましたが、それに引き続いてもう一度尾上さんの発言を議題

としてよければ、そのような方向で考えていと思います。支援の必要

な子はかなりいますよね。子育て世代包括支援センターも生まれる前

から 18 歳までという枠でやっていきますが、今まで、高校生は割と手

厚く見てこれなかったこともある。今回、子育て世代包括支援センタ

ーができたので、高校生にも手が入っていますけど、それ以降、社会

人になっても引き続きかかわっていかなければならないケースも多々

あるようです。村内でも引きこもりの状態になっている部分もあった

りするので、その辺をどう対応していくかという部分もありますので、

議題としてそれを挙げてよければその方向で進めたいと思いますけど

よろしいですか。最近の傾向で、通信制へ進学する子が増加傾向にあ

るなか、不登校もあり、その辺は問題となっている。 

 

水口委員  その議題で進めるとなると、スクールカウンセラーの先生とかお願い 

する形ですか。 

 

教育長   現状は去年話していただいたので、子育て世代包括支援センタープラ 

ス発達支援センターの話を聞くのか、今、発達支援センターでも高校

生を対象とした対応もしているので、その辺のところの話を聞ければ
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と思いますけれど、現状と今後の対応について。 

 

水口委員  尾上さんはそんな方向でやっていただければいいのかなっていう感 

     じですか。 

 

尾上委員  これからどうしてもそこのところは必要になって、去年、スクールカ 

ウンセラーの先生が、そういった児童交流システムを作り上げるまで

が大変だけど、できてしまうと相談から対応までつながるからいいね

みたいな話しをしてました。村内の現状とか知れたらいいかと思って

います。 

 

山本委員  発達支援センターの関係は、小・中で止まっていて、高校へ行くと 

切れてしまうことが問題になって、センターを利用した子供のその後

どうなっているかカバーしていくことが必要で、発達支援センターで

も大事に考えますと話はありましたよね。 

 

白木委員  保・小・中は、連絡ができるけれど高校は、離れてしまいます。それ

を何とかしようじゃないか、18 歳までつなげようじゃないかというこ

とで発達支援センターでは、中学から高校まで連続した支援ができるよ

うにやってはいるけれど、実際はどうか分かりません。高校もメンバー

に入ってやっていますので、細かいことは分かりませんけど、その辺の

話が聞ければ、村と高校が話ができているのかその辺が見えないので、

大桑の場合はどんな支援が必要か、子育て世代包括支援センターがどう

かかわっているのか、その辺に手を入れることが大事なのかなと思いま

すけどね。 

 

山本委員  発達支援センターの方へ、高校から何か提案した子が今こういう状態

ですという形で戻ってきて情報が確認されている状況はありますか。 

 

白木委員  私の知っている限りはないです。高校生の相談の場所がないというこ

とで、大桑中のスクールカウンセラーが青峰高校へ行っているので、そ

こは一つの相談場所になる。 

 

尾上委員  高校をやめてしまっていると、どこに相談するかわからないと保護者

の声が聞こえてもそれぞれ事情があるので一概に言えないけれど何と

かならないかと思っているところです。 

 

白木委員  高校生で学校へ行っていない大桑の子供たちの状況は教育委員会へ

入ってますか。 
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教育次長  郡内の高校だと連絡会がありまして、保健師が出席して高校との連絡

はとれています。スクールカウンセラーも郡内高校の生徒は同じ先生が

対応していますが、郡外の高校へ進学した場合は切れてしまうので、子

育て世代包括支援センターでスクールカウンセラーをお願いして生徒、

保護者ともカウンセリングを受けられる体制はとっています。総合的な

相談の窓口として、子育て世代包括支援センターへ相談してもらえばい

ろんな機関へつながっていくと思います。幼少期からかかわっているお

子さんへは切れ目なく支援はつながっていると思いますが、これまでつ

ながりがない場合は、難しいところもあると思います。発達支援センタ

ーでは、月に１～２回高校生世代の子供を対象とした居場所づくりもし

ている。 

 

水口委員  現状は、場所とか提供しているんだけど、対象になったご家庭がそう

いうことを知らないこともありますか。 

 

尾上委員  知らないのか、知っていても親の気持ちや、子供の気持ちで行けない

のか、難しいところもある。 

 

水口委員  子育て世代包括支援センターや発達支援センターに関わっている先

生方に現状をお聞きしたいということでいいのかな。現状把握して、で

きるだけ考えてみましょうということでいいのかな。 

 

山本委員  去年もそういった議題でスクールカウンセラーや教育相談支援員に

来ていただいてやっているので、その延長としての高校との関係になっ

てくるのか。昨年と重なる部分はあるなと思います。 

 

教育次長  昨年は、教育相談支援の現状等について、児童生徒の悩み等への対応

について、子育て世代包括支援センターの取組についてが議題です。 

 

水口委員  今回は、特に中学を卒業した後にスポットを当ててお話を聞いて考え

てみましょうということで良いのかな。 

 

教育長   そんな方向で調整してみます。 

 

山本委員  第６次大桑村総合計画について村長からお話は必要ないですか。 

 

教育長   状況について説明できると思います。その辺も併せて考えます。11

月以降の開催になると思いますので、調整させていただきますのでよろ
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しくお願いします。 

 

教育長   今後の日程になります。 

・９/27（水）木曽郡町村教育委員会連絡協議会（木曽合庁） 

・９/29（金）・９/30（土）中学校桑華祭 

・10/14（土）保育園運動会 

・10/20（金）小学校音楽会 

・10/27（金）長野県市町村教育委員会研修総会（松本市） 

   日程について、何かあればお願いします。 

 

水口委員  研修会については、あとで知らせてくれるのか 

 

教育長   次回の委員会でお知らせする。その他何かあれば。 

 

山本委員  冒頭で教育長から報告ありましたが、教育委員として２期８年間です

が務めさせていただきました。自分とすれば、もう少しやらせていただ

かないといけないという思いもありますけど、体調の面で自信のない面

が症状として出てしまうので、ご迷惑をかけてはまずいなとそんな思い

で教育長にもお伝えさせてもらって、今回退任させてもらうことになり

ました。８年間ですが、保育園・小・中学校、大事な行事などすべて出

させていただきながら、子供の成長する姿を見せていただいてよかった

なとそんな思いもあります。長い間ありがとうございました。お世話に

なりました。 

 

教育長   ２期、８年ということで大変お世話になりました。もう１期お願いし

ましたが自分の都合があってということで、９月いっぱいで引退いただ

くことになりました。長い間ありがとうございました。会議は以上で終

わります。この後、小学校へ移動をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


